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前回の例会 

2015 年 11 月 6 日(金)第 1684 回 

卓  話 「ロータリー財団フォーラム」 

卓話者 山中喜八郎 ロータリー財団委員長 

今週の歌 ｢君が代」「奉仕の理想｣ 

    「バースディソング」 

お客様の紹介  

出席報告 会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

〇会員・奥様誕生祝い(１１月度) 

 木畑 明子様(16 日) 

〇結婚記念祝い(１１月度) 

 宇瀬 治夫会員( 3 日)米澤邦明会員(4日) 

 山ノ内修一会員(16 日)中田学会員(18 日) 

 塩見守会員(18 日)奥野圭作会員(19 日) 

 三上尚嘉会員(23 日) 
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事務所  〒590-0940 堺市堺区車之町西 2丁 1番 30 号 ポピア南海 3階・Tel:(072)223-2300 番 

例会日 毎週金曜日 午後 0時 30 分  

例会場 南海グリル 天兆閣別館 4F「ローズ」 Tel:(072)222-0131 番（代表）  

 URL     : http://www.sakai-kita.jp/ 

E-mail  ： snrc＠jasmine.ocn.ne.jp 

ガバナー(第 2640 地区)  ： 辻 秀和 

ガバナー事務所  URL   ： http://www.rid2640g.com 
        E-mail ： hidekazu-2640@pure.ocn.ne.jp 
会長：坂田兼則  幹事：藤永 誉  広報委員長：山ノ内修一  編集者：池田茂雄 

 

第 2640 地区 堺北ロータリークラブ週報 

創立 1980 年 10 月 8 日 

2015 年 11 月 13 日 第 1684 号 

 

四つのテスト 言行はこれに照らしてから 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

2015 年 11 月 13 日(金)第 1685 回 

卓  話「ドイツ留学後、製薬企業へ入社した 

聴こえない社員とメンバーが生んだ 

熱い想い」 

卓話者  元財団奨学生 野口 万里子 

紹介者 嶽盛 和三 会員 

今週の歌 ｢我等の生業」 

「上を向いて歩こう｣ 

お客様の紹介  

出席報告 会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

〇皆出席表彰(１１月度) 

 池田茂雄会員(第３３回) 

  

 
2015 年 11 月 20 日(金)第 1686 回 

卓  話 「 私の食えない時代 」 

卓話者 城岡 陽志 会員 

  

 
2015-16 年度 国際ロータリーのテーマ 

「世界へのプレゼントになろう」 
Be a Gift to the World 

国際ロータリー会長 K.R. ラビンドラン（スリランカ・コロンボ RC） 

本日の例会 

 

時間 

 

次週の例会 

 

時間 

 

＜１１月６日(金)の出席報告＞ 
会 員 数           31 名 
出席会員           17 名 
欠席会員             14 名 

   ビジター          2 名 
ゲスト           1 名      
10 月 9 日(金)の出席率    87.09％ 

http://www.sakai-kita.jp/
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「ロータリー財団月間によせて」 

（The Rotary Foundation Month） 

     ロータリー財団委員長 山中喜八郎   

 

①ロータリー財団についてご存じですか？  

1964年～65年度RI理事会と管理委員会は、毎年11月15日を含む1週間を、ロー

タリー財団週間とすることを決めました。 其の後1983年～84年度に、11月をロー

タリー財団月間と定めた。 

団の奨学金事業及び人道的諸事業についての知識と理解を深め、財団の推進に役立つ

プログラムを実施する月間である。 RI理事会指定の10の月間の内の１つ。 

 

②具体的には、何時どの様になって出来たのですか。  

ロータリー財団の正式名称は？ 

RIのロータリー財団が正式名称です。 

 

③具体的には？ 

1917年6人目のRI会長アーチ・クランフさんが、ロータリー財団を創設しまし

た。ロータリーが基金を作り、世界的な規模で慈善、教育、その他の社会奉仕分野で

「何か良い事をしようではないか」と提案し、1928年国際大会でこの基金はロータリ

ー財団と命名されました。この時、アーチ・クランフさんが、思い描いたプログラムの

多くが現在、国際親善奨学金、研究グループ交換「GSE」、マッチンググラントとして

生き続けています。 

1930年40年代は、様々な努力が続きましたが、特定のプログラムが無くては、エネル

ギーも資金も発揮する事が出来ませんでした。 

 

④ところが 

1928年にロータリー財団として正式に発足しましたが、翌年1929年に世界大恐慌

が発生し、1938年には、更なる大不況に遭遇しました。戦争が終わり、1947年にポー

ル・ハリスさんが死去し（この年に私(山中)が生まれ、私はポール・ハリスさん生まれ

変わりと思っています。）彼を記念して募金活動をおこなったところ、不況にもかかわ

らず、100万ドルの目標に対して、なんと倍の200万ドルが集まり、この資金とこの勢

いがこれからの本格的な財団活動の出発となりました。 

 

現在の財団は 

①現在の財団の資産は、2010年次で、7億ドル「840億円」（以下は1ドル120円換算）

現在まで奉仕活動に使われた資金の総額は、20億ドル「2400億円」になります。 

 

国際親善奨学金制度は 

1947 年に国際親善奨学金制度が設立され、18 人の若い人々が選ばれて他国に留学し

たのが最初で、2010 年までで 115 ヵ国以上から 47000 人以上奨学生を援助し、これま

でに、4 億 7600 万ドル、「571 億 2000 万円」を支給し民間団体として世界最大の奨学

金となっています。 

 

①日本ロータリークラブは特に関西は？ 

卓  話 

 

時間 
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ロータリー財団に対する日本ロータリーの長年の貢献は多大なものでした。 

会員数が、減少し続けている昨今でも、地区別寄付額「2009～10年」は日本34地区中、

2660地区は3位で、約7000万円です。 

2660地区85クラブ中3位の大阪西RCの寄付額は総額15750ドル「189万円」で、一

人平均153ドル「18360円」です。 

さて、そこで重要プロジェクトの「ポリオプラス」に移ります。 

①ポリオの事を教えて下さい。 

2010年現在でポリオの発症数は349人です。私が今年地区の財団委員長会議に行き

ました時の、地区の委員長さんのお話では、19人ぐらいとお聞きしておりますので、

もう少しと言う事になりますが、ここからが大変です。 

アフガニスタン・インド・ナイジェリア・パキスタン・これらの国では、戦争状態

で、ワクチン授与の活動が制限されるからです。これまでに、12億ドル「1440億円」

「2010年現在」支出されてはおりますが、まだまだ、長期間続けられる事になる様に

思われます。  

 

当初の計画では、1985年～2005年までの20年計画でしたが、今日も尚一層続けら

れているのが現状です。 

 

ロータリー財団の３大プログラム教えてを下さい。 

2010年までのロータリー財団の3大プログラムを要約すると、 

１．ポリオプラス 

２．教育的プログラム 

 ①国際親善奨学金 

 ②研究グループ交換プログラム「GSE」 

 ③平和フェローシップ 

３．人道的補助金プログラム  

 ①地区補助金 DDF 

  ②マッチンググランド   

 

ロータリー財団の運営上の赤字について 

2008年9月に発生したリーマンショックの影響により、ロータリー財団の資金の運

営上の赤字が発生し、2007年～2009年度の2年間で総計2億2200万ドル「266億

4000万円」となりました。その上RIの資金運営上も1億ドル「120億円」以上の損失

を出す事になりました。この多額の損失は、今後ロータリー財団の計画に大きな影響を

与える事になると思われます。 

そこで、2013～2014年をめどに財団プログラムに大変革を行う「未来の夢計画」と

してすでに発表し、実施に入っています。 

 

今後の方針は以下の通りです。 

①財団の使命に沿ってプログラムと運営を簡素化する。 

②成果が期待できる奉仕活動に焦点を絞る。 

③世界の目標と、地元の目標を明確にする。 

④意思決定権を出来るだけ地区に移行する。 

⑤財団活動について広報に力を入れる。 

  

これにより、財団プログラムや補助金の名称も大きく変革される事になります。 
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ロータリー財団の使命 

ロータリアンが健康状態を改善し、教育への支援を高め貧困を救済する事を通じて、

世界理解・親善・平和を達成出来るようにする事です。財団支援を通じて、ロータリア

ンは、人々の生活向上に貢献する力を得る事が出来るのです。 

 

財団への寄付 

クラブ会員は、次の各基金への寄付を通じて、ロータリー財団を財政的に支援する事

が出来ます。 

○年次プログラム基金（毎年あなたも100$を） 

○恒久基金 

○使途指定寄附（ポリオ・プラス基金など） 

○その他（冠名奨学金・冠名基金など） 

 

「未来の夢計画」とは？ 

ロータリー財団が2017に創立100周年を迎える事を踏まえ、管理委員会は、財団が

奉仕の第二世紀に移行する計画を立てています。そこで、「世界で良い事をしよう」と

言う新しい標語をたてました。この標語は財団管理委員会と、RI理事会、並びに規定

審議会によって承認されています。 

 

尚、先の話と重複しますが、もう一度、未来の夢計画の目標を掲げます。 

 

①財団の使命に沿って、プログラムの運営を簡素化する事 

②ロータリアンにとって関連性のある世界の優先的ニーズに取り組むことによって、最

大の効果が期待できるロータリアンの奉仕活動に焦点を絞る事。 

③世界的目標と地元の目標の両方を果たす為のプログラムの提供をする事。 

④意思決定を更に地区に移行する事によって、地区レベルとクラブレベルで、ロータリ

ー財団が自分達の物であると言う自覚を高める事。 

⑤ロータリー財団の活動に対する理解を深め、ロータリーの公共イメージを高める事。 

   

その他健康管理・災害・飢餓・ロータリーイメージ・会員増強等18項目に触れ、新世

代におけるロータリーの奉仕の青写真を形成するものになっております。 

 

時代の流れとともに、変わって行くクラブや地区のニーズを学び、今後も対応し

ていかねばなりません。当クラブに於いても、ロータリー財団の意義・主旨を、会

員全員で、もう一度お考え頂き、地域の人道的ニーズに取り組みたいと思っており

ますので、今後とも、温かいご理解・ご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

会長 坂田 兼則 

先日、当クラブに「地域人」第１号という本が大正大学出版会というところから送ら

れてきました。本日の会長の時間はそこに書かれている一部を紹介してみたいと思いま

す。 

 この本のうたい文句は、「地域情報満載、地域創生のための総合情報」となっており

会長の時間 

 

時間 
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ますが、第１号では著名人による「地域創生・私の提言」として瀬戸内寂聴・竹中平蔵・

椎名 誠らの文章がのっておりました。 

 その中で、冒頭に記載されておりました、東京大学名誉教授・大正大学客員教授であ

る解剖学者の養老孟司さんの文書を紹介します。 

 まず「地域」とは大きく見ると人と自然の二つの区分になり、人つまり社会が中心の

地域という考えでありますが、人と自然は元々絡まりあっているものであるが、最近そ

う思えなくなっているのは、日本全体が都市化したからである。すなわち現在の日本人

の頭の中が都市化している。田舎に住んでいようが都会に住んでいようが、考え方が都

市化しているということである。 

その考え方の典型が、「ああすればこうなる」すなわちあらかじめ考えて、結果を予測し、

その予測にしたがって行動を調整するというのが現在日本人の多くの考え方であるとい

っております。 

 たしかに、私自身仕事のことでも家庭のことでもなるほどと思い当たりまして、自身

の普段の行いは、 

予測してそれに伴った行動をしております。 

それがたぶんいいのだろうと思うのですが、ただ自然を相手にすれば「ああすればこう

なる」とは一概に言えない部分も多くあります。 

 この先生がいうには、人間 都市化もよいが自然を相手にすれば必ず読みきれないこ

とが生じてくるものであり、それをどこまで人生の中に具体的に含めれるか、その程度

が都会生活と田舎生活では違ってくるであろうと言っておられます。 

 神戸淡路の震災や、東北の震災等を考えますと、都市化した人間の考えた予測は所詮

自然の前では無力であり、いかに人の頭の都市化が進もうとも「自然と人間」の関係を

もっと考えるべき時代になっているのかなあと思いました。 

 

 

 

坂田兼則会員 南埜さん、ＢＢＱに参加頂き有難うございました。来年もよろしく。 

那須宗弘会員 皆さんお久し振りです。 

中田 学会員 結婚記念日のお祝い有難うございます。 

米澤邦明会員 11月3日のＢＢＱ大会でのポン菓子、大成功でした。公園にちらばっ

た米粒、鳥たちが食べてくれたか気になりつつも片づけずに帰りまし

た。 

小西幹夫会員 南埜君、本日は参加有難う。入会を希望しています。 

合計 １６，０００円 

 

 

 

（１）本日の配布物 

  ・週報 

（２）幹事報告 

  ・例会終了後、第５回定例理事会を開催いたしますので、理事・役員の方はお集ま    

り頂けます様お願い申しあげます。 

（３）他クラブ例会変更のお知らせ 

  ・堺東ロータリークラブ 

ＳＡＡ報告  

 

時間 

 

幹事報告  

 

時間 
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   12月15日(火)→12月12日(土)17：45～  ホテル日航大阪 

   12月29日(火)→定款第6条第1節により休会 

  ・堺フラワーロータリークラブ 

   11月21日(土)→同日12：00～ 

 「堺利昌RC・KUMATORI向日葵RC・堺フラワーRC３クラブ合同移動例会」 

於：アゴーラリージェンシー堺１F 

   12月19日(土)→同日19：00～ 

「堺利昌RC・KUMATORI向日葵RC・堺フラワーRC３クラブ合同クリスマス家族

例会」於：犬鳴山温泉不動口館 

      

 

 

第５回定例理事会 

2015-16年度理事会構成メンバー 

坂田、中田、辰、藤永、池永、池田、城岡、中川、塩見、澤井、笹山、山ノ内 

計１２名中８名出席により理事会成立 

 

日 時  ２０１５年１１月６日（金）例会後 

場 所  「南海グリル天兆閣別館「ローズ」」 

議 案   

１．堺１１RC連絡会  

堺フラワーRCの議案 大阪千代田RC編入の件 

次回１１月２０日堺北RCホストによる連絡会にて編入のいきさつを大阪千代田RC会員

より説明あり。新春合同例会時にガバナー公式訪問 

 

２．下半期会計予算見直しの件  

12月第１週の会員総会にて会費の件を発表 12月第２週議決、12月末までに細則を変

更します。 

年26万を30万に細則変更。今期の下半期より増額 会費13万を15万となる。 

地区賦課金一人１０，０００万円を１１月末に振り込み 

 

３．2018-19年度会長・幹事の件  

会長 澤井会員・幹事 小西会員 １２月会員総会にて決定 -承認 

 

４．2016-17年度4大奉仕委員長の件 

  親睦委員長 山ノ内会員     

  社会奉仕委員長 藤永会員    

  国際奉仕委員長 池永会員    

  職業奉仕委員長 塩見会員    

  会計 池田会員 

  SAA、副SAA 会長エレクト一任 －承認 

 

 

 

そ の 他  

 

時間 
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１０月度 堺１１ＲＣ連絡会 

  日時／平成27年1１月20日（火）14：30～ 

場所／南海グリル天兆閣別館「ローズ」4階  

＜連絡事項＞ 

１. 平成28年 堺11RC新春合同例会の件（堺フラワーRC） 

  ・会費は7,000円 

  ・今年度のガバナー公式訪問について説明 

 

２．例会場変更に伴う 堺11RCへの編入の件（堺フラワーRC） 

  ・この後、堺フラワーRCは各クラブ宛に書式にて主旨を説明 

  ・次回連絡会に当該クラブが出席する／了承 

 

３．「第5回こども囲碁フェスタ・堺」開催のお知らせ (堺北RC) 

－了承 

 

４.11月度連絡会にて堺市より「堺市・バークレー市姉妹都市提携50周年」ご協力

のお願い(堺RC) 

  －了承 

 

５.その他 

  ①25周年親睦ゴルフ大会の参加御礼 (堺中RC) 

  ②大阪府立大学留学生日本語弁論大会の報告 （堺泉ヶ丘RC） 

 

次回連絡会開催ご案内（堺北RC） 

  日 時／平成27年11月20日(金)14：30～ 

  場 所／天兆閣別館4F「ローズ」にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今週の歌「上を向いて歩こう」 

 

上を向いて 歩こう 

涙が こぼれないように 

思い出す春の日 一人ぽっちの夜 

 

上を向いて歩こう 

にじんだ 星をかぞえて 

思い出す夏の日 一人ぽっちのよる 

 

幸せは雲の上 

幸せは雲の上 

 

上を向いて 歩こう 

涙が こぼれないように 

思い出す春の日 一人ぽっちの夜 

 

思い出す秋の日 一人ぽっちの夜 



 - 8 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイライトよねやま 185 
 

ＧＥＴＳで学友夫妻がユーモアあふれるスピーチ 

ガバナーエレクト研修セミナー（ＧＥＴＳ）が9 月1～2 日、 

都内で開催され、2 日午後のセッション「ロータリー米山記念 

奨学会プログラム」において、小沢一彦理事長と岩邉俊久事務 

局長が米山記念奨学事業の現況報告を行いました。 

つづいて「ロータリー学友からのメッセージ」のセッション 

では、ネパール出身で第2590 地区米山学友会会長のエソダ・ 

バスネットさん（2011-12／横浜戸塚ＲＣ）と、そのご主人で 

ネパール政府公式通訳者として活躍中のジギャン・クマル・ 

タパさん（2008-09／横浜たまＲＣ）がそれぞれスピーチを 

行いました。夫婦そろって話し上手のお二人は、時折、会場の笑いを誘いながら、「ロータリーファ

ミリーの一員になって、国に対する偏見が無くなり、社会奉仕に目覚めた」「民間交流の大切さに気

づいた」と、ロータリーとの出合いで得たことを振り返りました。その思いを実践するように、4 月

25 日のネパール大地震発生以降、夫妻で率先して現地への支援活動を続けています。そんなお二人

に会場の研修リーダーやガバナーエレクトご夫妻の皆さんから、盛大で温かな拍手が送られました。 

 

 

さまざまな寄付のカタチ ― 大学の共同研究者から ― 

米山記念奨学金には、いくつか特殊なプログラムがあります。 

そのうちの一つ「海外学友会推薦奨学金」は、海外の米山学友会が 

各国内で日本留学希望者を募集・選考して推薦する制度で、各学友会 

の希望によって、博士号を取得した上級研究者か、博士課程に進学 

予定の若手研究者が対象となります。 

現在は、台湾に2 人、韓国と中国に1 人ずつの推薦枠があり、 

海外学友会の活性化や現地での米山記念奨学金の認知度向上に役立っています。 

漢陽女子大学教授の金容安キムヨンアンさんは、韓国米山学友会の推薦を受 

けてこの奨学金に合格。昨年7 月に来日して1 年間、昭和女子大学で日本 

近代文学についての研究を深めました。その間、世話クラブである東京原宿ＲＣの例会に毎月出席し

て会員との交流を育み、第2750 地区米山奨学委員会主催の広島研修旅行にも参加するなど、日本で

の見聞を広めました。奨学期間を終えて金さんは帰国しましたが、このたび、共同研究者の大学教授

から、東京原宿ＲＣを通じて当会へご寄付をいただきました。ご希望によりお名前の紹介は差し控え

ますが、教授が同ＲＣに宛てた感謝のメッセージを抜粋してご紹介します。 

「今回の金先生の受け入れを通じ、長年留学生教育に携わってきた者として、私自身もあらためてロ

ータリークラブの国際友愛精神に感じ入るところがありました。皆さまから頂いたご厚情に対する御

礼の気持ちとして、少額ですが、ロータリー米山奨学会の今後の活動にお役立ていただければ幸いに

存じます。金先生は、今回与えていただいた日本での研究機会を糧に、韓国における日本文学研究・

日本語教育に一層励まれ、日本と韓国の友好にご尽力いただけるものと確信しております」 


